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論文審査の要旨 

 

注意欠如・多動症（attention deficit/hyperactivity disorder；ADHD）

は不注意、多動性、衝動性という行動上の特性によって診断される神経発達症

の一つである。その原因として前頭前野を中心に脳活性の低下が報告されてい

るが、ADHD の病態の本態は十分に解明されていない。また、主に前頭葉への作

用が認められる徐放性 methylphenidate（MPH）と atomoxetine（ATX）の両薬剤

は ADHD治療の第一選択薬として本邦において使用されているが、それらの前頭

前野における作用様式については明らかでない。本研究では、「両薬剤による小

児期 ADHDの前頭前野における血液動態反応が異なるのではないか」という仮説

のもと、未治療の ADHD 児 30 名を対象に、近赤外線スペクトロスコピィ（近赤

外線分光法）を用いて、Stroop 課題遂行時の前頭前野での血液動態反応（酸素

化ヘモグロビンの変化）の治療前後での変化を両薬剤で比較した。その結果、

MPH 群と ATX 群ともに治療後の臨床症状及び Stroop 課題の改善がみられ、その

効果は両群で同程度であった。しかし、治療前後の酸素化ヘモグロビンの変化

を比較したところ、MPH群では差がみられなかったのに対し、ATX 群では治療前

に比べ治療後に酸素化ヘモグロビン変化が有意に増大した。これにより、両薬

剤の臨床上の効果は同様であっても前頭前野における血液動態反応は異なるこ

とが初めて示され、小児期 ADHDの治療において ATXは主に前頭葉へ作用して症

状を改善し、MPHは前頭葉以外に作用して症状を改善している可能性が示唆され

た。 

本研究は ADHDの病態の解明及び治療の発展へとつながる重要かつ有意義な研

究であると評価され、博士（医学）の学位に値するものと考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに精神医学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。 
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